
結果の続き
【自由記載】
　2035年頃の安平町の「望ましい姿」「目指すべき姿」「進むべき方向性」などについて、ご意
見、ご提案がありましたら、ご自由にお書きください。

子育て、教育
【政策的提案】
■成果の見える化
　・子どもの育ち、町の豊かさの実感が見えるような振り返りと発信
■学び、活動、進路の選択肢
　・成長段階が進むほど選択肢が狭まらないような学び、活動、進路の幅を確保
■教育に対する考え方
　・子どもだけでなく全世代の学びの機会を守り、暮らし、経済、基盤を支えるまちへ
　・元気な高齢者の知恵や得意を、子どもや地域に活かせる関係づくり

【個別事業提案】
■不登校、いじめ、安全
　・不登校の子どもへの支援拡充、フリースクールなどの選択肢の充実
　・学校の不審者対策の強化
■子育て支援、保育
　・保護者に対する金銭的給付の拡充　　　　　・０歳児～２歳児の保育料無償化

　引き続き「安平町まちづくり町民アンケート」の「自由記載欄」についてお知らせします。なお、
広く町民の皆さんへお知らせするにあたり、配慮が必要な表現については調整を行っています。

　令和８年の広報あびら３月号から引き続き、令和７年７月から８月にかけて実施した「安平町まちづくり
町民アンケート」の結果についてお伝えしました。
　アンケート最後の項目「自由記載欄」について、率直で幅広いご意見を合計158件いただき、内容の趣旨
を踏まえながら共通する論点ごとに整理し、全体像として分かるよう再構成し、まずはまちづくり全般に関
するご意見を掲載しました。

前回のおさらい

今回のおはなし
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　「総合計画」は、町の未来のかたちを決める大切な計画です。
　現在、平成29年度から始まった第２次総合計画に基づき、令和８年度までの10年間で、さまざまな
取り組みが進められています。
　この計画は、教育や子育て、人づくりやコミュニティづくり、経済や産業、健康や福祉、生活環境
や生活基盤など、安平町に関わるあらゆる分野の「方向性」を示す「まちづくりの設計図」であり、
将来の「ありたい姿」を出発点として定め、そこに向かうための道筋が段階的に描かれていきます。
　本ページでは、計画に関するお知らせや令和９年度からスタートする「第３次総合計画」の策定へ
向けた町の取り組みなどについてお知らせします。

あびらの未来を、みんなで考える。
新しい総合計画づくりが始まっています
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総合計画に関する問合せ　政策推進課政策推進グループ　☎ ㉒ 2751

今後の予定

　引き続き「自由記載」における「移住、定住」「公共交通」「福祉、医療」
などの分野についてご報告する予定です。

【総合計画に関するご意見】
　随時、受け付けています。インターネットからも受け付けていますので、
ぜひご活用ください。右記二次元コードからもアクセスできます。

　インターネット受付先：https://www.harp.lg.jp/kyFPjdtc
　郵送先：〒059-1595　安平町早来大町95番地　安平町役場政策推進課　宛
　FAX送付先：℻ ㉒ 2026

■給食、食育
　・給食メニューの充実（地元食材、有機食材の活用など）
　・学校給食の提供を町民にも広げる仕組み（提供の場づくり、配食など）
■学校環境、施設（学び、運動）
　・こども園、学校へのエアコン整備　　　　　・教室不足への対応
　・トレーニングルームのシルバー割引導入　　・追分地区で気軽に利用できるジム機能の整備
　・旧早来中学校跡地の状況説明と有効活用
■文化、学びの場、進路
　・郷土資料館を魅力ある施設へ改善　　・文化、芸術に触れる機会の拡充（演劇、絵画展など）
　・追分高校の存続に向けた専門性の高い学科、資格取得機会の導入
　・図書館のIT関連書籍の充実
■居場所、交流、イベント
　・町外からも来訪が期待できる公園や雨天型遊戯施設の検討
　・子育て世帯向けイベントの継続、拡充
　・追分児童館の機能強化（中学生くらいまでの居場所としての本来機能へ）
■施設の案内、運用
　・町民センターなどの利用方法が分かりやすくなる案内、運用（特にお年寄りへの配慮）

商工、観光
【政策的提案】
　・事業者や商工団体が活用しやすい支援制度へ、申請ハードルの低減や設計の工夫
　・ポイントあびらの位置付けや効果を踏まえた改善
　・道の駅を町民にとっても身近な拠点として育てる視点
　・通年で体験、滞在できる魅力をつくり、地域経済の潤いにつなげる。

【個別事業提案】
　・ポイントあびらの付与率の見直し、利用できる店舗、場所の拡大
　・道の駅での高齢者向け、町民還元イベントの開催
　・宿泊施設や日常の買い物環境のさらなる充実
　・安平山スキー場の有効活用（合宿、モータースポーツ、施設誘致などの検討）
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